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令和８年度が本格的にスタートしました  
 副校長  重國 純一 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狛江市立狛江第三小学校 
校 長   淋 慎一郎 

令和８年４月３０日    月号 
５ 

水泳外部指導について 
今年度も昨年度と同様に、狛江市の施策により５，６年生はイトマンスイミングスクールさん
にて水泳の指導を受けます。６年生は５月から、５年生は１１月から実施いたします。 

５、６月に１年２組、４年１組、６年２組に教育実習生が来ます。 

教員を志している学生さんを全校で温かく迎えます。 

 

５月の生活指導目標     「気持ちのよい挨拶をしよう」 
人と人が関わるときは必ず“挨拶”から始まります。挨拶は相手の存在を認め、「あなたとコミュニケーション

がとりたい」という意思を示す行為です。「おはよう」、「ありがとう」、「ごめんなさい」、「さようなら」など、用途

に応じて様々な挨拶があります。学校では、慣例としてではなく、挨拶の意味や良さを感じられるように指導して

います。ご家庭でも、挨拶の意味を改めて考え、互いに日常的に行えるようご協力をお願いします。 
 
お願い  

お子様が早退・遅刻する際は、安全確保のため、保護者の方が必ず教室までお付き添いください。 

新緑が鮮やかに輝き、令和８年度が始まり、約１か月が経とうとしています。毎朝、校門や昇降口では、子

ども達のさわやかな挨拶と会釈が見られます。自分から挨拶をすることができる子が多いことが、 三小の子ど

も達の良いところだと感じています。また、昇降口から教室まで、１年生と手をつないでゆっくりと歩く６年

生のお兄さんお姉さん、困っている下級生に優しく声を掛けて気遣う子など、子ども達の優しい姿をたくさん

見ることができます。登校時は、温かく見守ってくださる保護者の皆様や地域の皆様に支えられ、子ども達の 1 

日が穏やかにスタートできていることに、感謝申し上げます。 新年度が始まってから 1か月が経ち、新しい教

室や友達、担任に少しずつ慣れ、それぞれの目標に向かって一歩ずつ歩みを進めています。授業では、自分の

考えを発表して友達と話し合ったり、グループで相談したりすることも増えてきました。校長先生が全校朝会

で話していた「傾聴」や「対話」を通して友達との関わり合いを大切にして、学校生活を楽しく過ごしてもら

いたいと思います。 

昨年度、狛江市のコミュニティ・スクールの取組が進み、二中ゾーン（二中・六小・三小）の校長・副校長

が、それぞれの学校を兼務することをお伝えしました。今年度からは、主幹教諭にも兼務発令が出ております。

今まで以上に小・中学校の９年間を見通した学びを展開し、二中ゾーンの３校が連携し、子ども達の成長を支え

ていきます。ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 もうすぐゴールデンウイークです。ご家庭で多くの時間を過ごせる 

この連休中に、改めて、これまでの１か月のがんばりや連休後の目標 

など話していただき、また笑顔で学校に登校できることを願っております。 

 

 


